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平
成
30
年
３
月
か
ら
、
上
島
町
及
び

今
治
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
は
、
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
や
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
の
申
請
、
老
齢
基
礎
年
金
の

請
求
の
手
続
き
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用

し
て
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
手
続
き
を
行
う
時

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
、
本
人
の

身
元
が
確
認
で
き
る
書
類
を
上
島
町
又

は
今
治
年
金
事
務
所
の
窓
口
に
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
困
難
な

場
合
は
、
引
き
続
き
基
礎
年
金
番
号
を

使
用
し
て
各
種
手
続
き
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

※ 

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
等
、
一
部
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
使
用
で
き
な
い
手
続
き
も
あ
り
ま
す
。

●
本
人
が
手
続
き
等
を
行
う
場
合

　

本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
身
元
が
確

認
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
書
類
、
②
身
元
が
確
認
で
き
る

書
類
、
の
両
方
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

② 

運
転
免
許
証
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）、
在
留
カ
ー
ド
等

●
代
理
人
の
方
が
手
続
き
等
を
行
う
場

合
　

本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
、
代

理
権
が
確
認
で
き
る
委
任
状
等
、
代
理

人
の
方
の
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類
、

の
３
種
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
確
認
で

き
る
書
類
、
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類

は
、
ご
本
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
の

書
類
と
同
じ
で
す
（
前
記
①
お
よ
び
②

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

※ 

そ
の
他
の
確
認
書
類
の
詳
細
は
、

上
島
町
各
支
所
住
民
課
・
住
民
福
祉
課

又
は
今
治
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
３
月
か
ら
、
日
本
年
金
機

構
が
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

情
報
を
基
に
年
金
受
給
権
者
の
方
の
氏

名
変
更
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
年
金
受

給
権
者
の
方
の
氏
名
変
更
届
が
原
則
不

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
受
給
権
者
の
方
が
氏
名
を
変
更

し
た
時
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
変

更
後
の
氏
名
の
年
金
証
書
へ
の
交
換
や

年
金
振
込
先
金
融
機
関
の
口
座
名
義
の

変
更
手
続
き
を
ご
案
内
す
る
「
氏
名
変

更
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

日
本
年
金
機
構
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
未
収
録
と
な
っ
て
い
る
方
や
、
海
外

居
住
等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
指
定
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
引
き
続
き
氏
名
変
更

届
の
届
出
が
必
要
で
す
。

※ 

日
本
年
金
機
構
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
収
録
状
況
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を

当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
「
早
割
制

度
」
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が

多
い
前
納
制
度
（
６
か
月
、
１
年
、
２

年
）
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご
希
望

の
金
融
機
関
ま
た
は
今
治
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
な
ら
、

自
宅
や
外
出
先
か
ら
、
夜
間
や
休
日
で

も
納
付
が
で
き
、
便
利
で
す
。

　

納
付
書
の
左
側
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
収
納
機
関
番
号
」、「
納
付
番
号
」、「
確

認
番
号
」
をPay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）

対
応
の
A
T
M
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ

ン
グ
の
画
面
に
入
力
す
る
だ
け
で
納
付

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
複
数
の
銀
行
に

対
応
し
て
い
る
A
T
M
で
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

今
治
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
９
８ｰ

３
２ｰ

６
１
４
１

お知らせ

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で　

各
種
の

 　

年
金
手
続
き
が
で
き
ま
す

 

年
金
受
給
権
者
の
氏
名
変
更
届
の

 

届
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た

 

国
民
年
金
保
険
料
は

　

 

口
座
振
替
が
お
得
で
す
！

 

納
付
書
で
の
お
支
払
な
らPay-

  easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
が
便
利
で
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
手
続
き
を
行
う

時
に
必
要
な
書
類

 年 金
だより
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お知らせ

事　業　名 金　額
1 災害援護資金貸付金 6,000千円
2 公共農業用施設災害復旧用事業 84,000千円
3 公共農地災害復旧事業 8,500千円
4 公共三石林道災害復旧事業 21,778千円
5 単独農業用施設等災害復旧工事 20,960千円
6 単独林道災害復旧工事 11,200千円
7 単独公共土木施設災害復旧工事 57,760千円
8 弓削斎場進入路災害復旧工事 7,008千円
9 生名町有地法面崩壊復旧事業 19,700千円

 

上
島
町
議
会

　 
第
３
回
臨
時
会

　

本
臨
時
会
は
、
8
月
29
日(

水)

に

開
会
し
、
同
日
に
閉
会
。
議
案
は
一
般

会
計
補
正
予
算
案
の
１
件
で
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
上
島
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　
　
２
億
６
４
０
０
万
円

　

総　

額　
７
４
億
７
２
０
０
万
円

ー
原
案
可
決
ー

　

新
た
に
計
上
し
た
主
な
事
務
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　６月4日から6月29日の、「環境月間」に合わせて、
『環境美化ポスター』を募集したところ、多数の応
募を頂きありがとうございました。厳正な審査の結
果、次のとおり入賞作品を決定いたしました。
なお、応募作品につきましてはポスターや看板と

して町内の各所に掲示して、環境美化の呼びかけに
活用させて頂きます。

環境美化ポスター
入 賞 作 品を決 定しました

入 選

特 選

深水　志織 さん ( 岩城小学校 )
古本　健隼 さん ( 岩城小学校 )
岡野　由鈴 さん ( 岩城小学校 )
野瀬　晃輝 さん ( 岩城小学校 )
岡野　菜香 さん ( 岩城小学校 )

ゴミをへらそう
松浦　華鈴 さん（岩城小学校）

ゴミを分けよう
工藤　海咲 さん（岩城小学校）

佳 作

応募総数：４３点

　

愛
媛
県
で
は
、
毎
年
多
数
の
猫
が
殺

処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
野
良
猫
が
産
ん
だ
若
い
猫
で
す
。
野

良
猫
（
地
域
猫
）
対
策
支
援
事
業
は
野

良
猫
を
無
料
で
避
妊
す
る
こ
と
に
よ
り
、

野
良
猫
が
産
む
可
能
性
の
あ
っ
た
子
猫

（
野
良
猫
）
を
減
ら
し
、
殺
処
分
等
で
消

さ
れ
る
命
を
一
つ
で
も
救
う
事
業
で
す
。

●
事
業
実
施
団
体　
（
公
社
）
愛
媛
県

獣
医
師
会

●
避
妊
手
術
等
経
費　

無
料

●
対
象
猫　

生
後
６
カ
月
以
上
の
メ
ス

の
野
良
猫

●
実
施
頭
数　

愛
媛
県
下
で
１
４
０
頭

●
申
込
期
間　

10
月
１
日
〜
10
月
31
日

●
申
込
受
付
窓
口　

上
島
町　

生
活
環

境
課

●
手
術
実
施
期
間　

11
月
か
ら

※
詳
し
く
は
、
公
益
社
団
法
人
愛
媛
県

獣
医
師
会
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://ehim
eken-vet.or.jp/act_

neko.htm
l

●
問
い
合
わ
せ　

弓
削
生
活
環
境
課
☎

７
７‒

４
５
４
５
／
生
名
支
所
住
民
課

☎
７
６‒

３
０
０
０
／
岩
城
支
所
住
民

課
☎
７
５‒

２
５
０
０
／
魚
島
支
所
住

民
福
祉
課
☎
７
８‒

０
０
１
１

７‒

４
５
４
５
／
生
名
支
所
住
民
課

７
６‒

３
０
３
０
３
０
３
０
３３
０
３
０
３
０
３
０
３
００００００００００００００００００
０
０
０
０
０００
０
０
０
０
０
０
０
０
０
００
０
００
０
００
０
０
０
０
００００００
／／／／／／／／／／／／
岩
城
岩
城
岩
城
岩
城
岩
城
岩岩岩岩
城
岩
城
岩
城
岩岩
城
岩岩岩岩岩岩
城
岩
城城城城城城城
支
所
支支
所
支支支支支支支支
所
支
所
支
所
支支
所
支支
所
支支
所
支支
所
支支
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
住
民

☎
７７７７７７７７７
５５５５５５５５５５５５５５５‒‒‒‒

２
５
２２
５
２
５
２２
５
２２
５
２２
５
２
５
２
５
２２２
５
２２
５
２
５
２
５
２
５
２
５５５５５
０００
０
０
０
０００
０
０００
０
０

／／／／／／
魚
島
魚
島
魚
島
魚
島
魚
島島
支支
所
支
所
支
所
支支
所
支支支支
所
支支支
所所所所所所所所所所所所所所所所所
住

福
祉
課
祉
課
祉
課
祉
課
祉
課
祉
課
祉祉
課
祉
課
祉
課
祉
課課課課課課課課課課課課
☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎
７
８
７
８
７
８
７
８
７
８
７
８８８８８８‒‒

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０００
０
０
０
０
０
０
０
０
００００００
１１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１１
１
１
１

野
良
猫
（
地
域
猫
）
対
策
支
援

事
業
に
つ
い
て

補　

正　

予　

算
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お知らせ

　平成 30年 11 月１日現在（流通加工調査は平成 31
年１月１日現在）で ｢2018 年漁業センサス｣ を実施
します。
　「漁業センサス」は、我が国漁業の生産構造、就業
構造を明らかにするとともに、漁村、水産物流通・加
工業などの漁業をとりまく実態と変化を総合的に把握
することを目的に、統計法に基づいて 5年ごとに行
う大規模な調査です。
　10 月中旬（流通加工調査は１月上旬）から調査員
が漁業関係者の方々を訪問しますので、調査票に漁業
の操業状況などの記入をお願いします。
　なお、インターネットを利用したオンラインでの回
答も可能です。
　「漁業センサス」は、漁業の現状を知り将来を考え
るための大切な調査です。ご協力をお願いします。

●問い合わせ　広報情報課☎ 77-2500

2018年漁業センサスに
　ご協力をお願いします

●
日
時　

10
月
29
日（
月
）10
時
〜
15
時

●
場
所　

松
山
地
方
裁
判
所
今
治
支
部

（
今
治
市
常
盤
町
４
丁
目
５
番
地
３
）

●
相
談
担
当
者　

弁
護
士

●
問
い
合
わ
せ　
愛
媛
弁
護
士
会
今
治
支
部

庶
務
課
☎
０
８
９
８ｰ

２
３ｰ

０
０
１
０

※
事
前
の
予
約
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ

ん
。
相
談
受
付
は
当
日
午
前
９
時
か
ら

法
の
日
週
間
無
料
法
律
相
談

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
窓

口
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
方
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
最
寄
り
の
窓
口

　

今
治
保
健
所（
要
予
約
）

　

☎
０
８
９
８ｰ

２
３ｰ

２
５
０
０

●
開
設
日　

火
曜
日

●
問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
薬
務
衛
生
課

　

☎
０
８
９ｰ

９
１
２ｰ

２
３
９
１

　
（
公
財
）日
本
骨
髄
バ
ン
ク

　

☎
０
１
２
０ｰ

４
４
５ｰ

４
４
５

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

●
会
場　

今
治
市
民
会
館
１
階

　
（
今
治
市
別
宮
町
１
丁
目
４ｰ

１
）

●
相
談
内
容

　

成
年
後
見
制
度
、相
続
、遺
言
、遺
産

分
割
協
議
書
作
成
に
関
す
る
相
談
、農

地
転
用
、建
設
業
、貨
物
自
動
車
運
送

業
、産
業
廃
棄
物
処
分
業
等
官
公
署
に

提
出
す
る
許
認
可
申
請
な
ど
届
出
書
類

の
作
成
お
よ
び
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

●
申
込
方
法　

電
話
予
約

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
行
政
書
士
会
今
治
支
部

　

☎
０
８
９
８ｰ

４
１ｰ

９
３
３
５

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

上
島
町
が
加
盟
し
て
い
る
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
で
は
、
美
し
い

風
景
、
残
す
べ
き
景
色
を
守
り
な
が
ら

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
を
支
え

て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
連
合
の
活
動
は
、
地
域

の
方
々
か
ら
の
、
ご
理
解
・
ご
協
力
が

な
け
れ
ば
進
み
ま
せ
ん
。
上
島
町
の
美

し
い
風
景
、
残
す
べ
き
景
色
を
守
る
た

め
に
、
皆
様
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
年
会
費

　

正
会
員
（
企
業
・
団
体
）
10
万
円

　

準
会
員(

企
業
・
団
体
・
個
人)

５
千
円

※
応
募
締
切
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
会
方
法
等
詳
し
く
は
【「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
】
で
検
索

sh
o
p
.u
tsu
ku
sh
ii-m

u
ra.jp

/
shopdetail/000000000001/

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集
！

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

●
日
時　

10
月
11
日
（
木
）10
時
〜
15
時

　

厚
生
労
働
省
大
臣
許
可
の
S
マ
ー

ク
を
表
示
し
て
い
る
理
容
店
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
、
美
容
店
、
麺
類
飲
食
店
、

一
般
飲
食
店
は
安
全
、
安
心
、
清
潔
を

約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
（
公
財)

愛
媛
県
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９-

９
２
４-

３
３
０
５

お
店
選
び
は
S
マ
ー
ク
で
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弓削商船高等専門学校公開講座

水中ドローンで海中探検をしてみよう

お申込み方法、詳細等は本校ホームページをご覧く
ださい。受付は先着順とし、定員になり次第締め切
らせていただきます。なお、申込者が少ない場合は、
中止にすることがありますのでご了承ください。

● 申込み・問い合わせ
　〒794-2593　上島町弓削下弓削1000
　独立行政法人国立高等専門学校機構
　弓削商船高等専門学校企画広報室企画係
TEL 77-4613／ FAX 77-4691
E-mail kikaku@yuge.ac.jp
HP http：//www.yuge.ac.jp/

● 日 時　10月20日（土）14時～16時
● 対 象　小学生（4～ 6年生）
● 定 員　10名程度
● 受 講 料　無料
● 持 参 物　お茶、タオル等（雨天時：上ばき）
● 申込締切　10月12日（金）

10
月
１
日
か
ら
愛
媛
県
内
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
愛

媛
県
最
低
賃
金
が
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

改
正
後
の
愛
媛
県
最
低
賃
金

　
　
　

１
時
間　

７
６
４
円

愛
媛
県
内
の
使
用
者
は
、
労

働
者
に
対
し
こ
の
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
９ｰ
９
３
５ｰ

５
２
０
５

　

今
治
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
８ｰ

３
２ｰ
４
５
６
０

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

突
然
の
解
雇
、
賃
金
未
払
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
納
得
で
き
な
い
労
働

条
件
、
適
切
な
職
務
命
令
に
従

わ
な
い
従
業
員
な
ど
、
労
働
者

と
事
業
主
の
労
働
関
係
ト
ラ
ブ

ル
の
無
料
労
働
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

労
使
ト
ラ
ブ
ル
夜
間
電
話
相
談

（
こ
ん
ば
ん
は・労
働
相
談
）

●
日
時　

10
月
９
日（
火
）、23
日

（
火
）　

17
時
15
分
〜
20
時

労
働
委
員
労
使
ト
ラ
ブ
ル
専
門

相
談（
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
労

働
相
談
）

●
日
時　

10
月
26
日（
金
）
　

14

時
30
分
〜
17
時（
要
事
前
予
約
）

●
場
所　

愛
媛
県
庁

●
問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９ｰ

９
１
２ｰ

２
９
９
６

※ 

事
務
局
職
員
に
よ
る
労
働
相

談（
電
話
ま
た
は
面
談
）は
執
務

時
間
中（
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）で
あ
れ
ば
随
時

受
付
可

10
月
は「
個
別
労
働
関
係

紛
争
処
理
制
度
」周
知
月
間

10
月
31
日
（
水
）
は
、
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

料
の
第
２
期
分
の
納
付
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ

ま
へ
は
、10
月
19
日
頃
に
納
付
書

を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、最
寄
り

の
金
融
機
関
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

愛
媛
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

小型水中ドローンを操縦してみよう
● 日 時　10月6日（土）14時～16時
● 対 象　小学生（4～ 6年生）
● 定 員　10名程度
● 受 講 料　無料
● 持 参 物　上ばき、お茶、タオル等
● 申込締切　10月4日（木）

世
界
70
ヵ
国
の
開
発
途
上
国

で
は
約
１
２
０
職
種
、１
０
０
０

を
超
え
る
仕
事
が
、
今
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開

発
途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
現
地
の
人
々
と
協
働
し

な
が
ら
、
人
づ
く
り
、
国
づ
く
り

に
協
力
し
ま
す
。

 

青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

生
年
月
日
が
１
９
７
8
年
11

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

府
県
別
）

●
研
修　

二
次
選
考
合
格
者
を

対
象
に
派
遣
前
訓
練
を
実
施

●
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

事
務
局
☎
０
３ｰ

６
７
３
４ｰ

１
２
４
２
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
☎

０
８
７ｰ

８
２
１ｰ

８
８
２
５

お知らせ

●
問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９ｰ

９
３
５ｰ

５
２
０
２

月
２
日
〜
１
９
９
９
年
４
月
１

日
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／

日
系
社
会
シ
ニ
ア・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

生
年
月
日
が
１
９
４
８
年
11

月
2
日
〜
１
９
７
８
年
11
月
１

日
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

●
募
集
期
間　

10
月
１
日（
月
）〜

11
月
１
日（
木
） 

正
午

● 

応
募
方
法　

原
則
ウェブ
応
募

（https://www.jica.go.jp/
volunteer/index.htm

l)

●
選
考　
一
次
選
考
…
応
募
書

類
に
よ
る
書
類
選
考
、二
次
選

考
…
面
接
、健
康
診
査（
都
道
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島々の話題

9/12

9月12日（水）、弓削中学校前の海岸において、弓
削中学校ろ漕ぎ大会が行われました。
全校生徒が紅白に分かれ、４～５人が１組となり沖合

約100m先のブイを折り返すコースで対戦。風や潮に
流されながらも、漕ぎ手を順番に交代し、息を合わせ力
強くろを漕いでいました。

息合わせ力漕
　弓削中学校ろ漕ぎ大会

9/2 鷹龍乱舞～70年の歴史を背負い
　弓削高校大運動会

　9月2日(日)、弓削高校では町内の先陣を切って運動
会が開催されました。夏休み中から、アーチの製作やダン
ス、応援合戦の練習に取り組んだ成果を披露し、保護者
や地域の方達から盛んな拍手や声援が送られました。
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島々の話題

８/18

　８月18日（土）、岩城漁港周辺で、岩城洋楽部主催
による「LOVE & BEAT LIVE !  2018」が開催され
ました。
　今回で２２回目となったこの野外音楽イベントでは、
商工会青年部等の出店によるビアガーデンが設けられ、
６組のバンドによる演奏が行われました。
　会場には多くの観客が詰めかけ、心地よい潮風を浴
びながらビール片手に音楽を楽しんでいました。

　　LOVE & BEAT LIVE! 2018
夏の夜空に歌声響く

　7月26日(木)、
今治市公会堂にお
いて第 57 回「社
会を明るくする運
動」今治地区中学
生弁論大会が開催
され、弓削中学校

7/26
「届け、あの青い空に！」
　今治地区中学生弁論大会

2 年生の田房真歩さんが上島町を代表して、「届け、
あの青い空に！」という演題で発表しました。
　大好きだった亡き祖父との会話を中心に、小学校
から頑張ってきた陸上競技を通して、「自分の頑張
りや努力を分かってくれている人がいることがわか
り、前を向いて一歩を踏み出すことができました。
今の私にできることは、そういう人の思いに応える
こと。」と堂々と落ち着いて発表する姿は、聴衆に
感動をあたえました。

　９月９日（日）弓削体育館において、弓削中学校の
生徒と一緒に、地域ふれあい学習会を開催しました。
　今回は「気づいたら、一歩前へ！」というテーマ
で、中学生が考える「こんな中学校、こんな上島町
にしたい」という発表を聞いて、みんなでできるこ
とを話し合いました。
　学習会の中のグループ活動では、中学生、保護者、
地域の方が同じ班で学習活動を行いました。アイス
ブレイクとして行ったサイコロトーキングでは緊張
もほぐれて、笑いも出ていました。
　学習活動では「何でも話し合える弓削中学校」や
「みんなが協力し合える上島町」などのテーマから、
自分たちにできること、地域みんなでできることを
意見交換しました。中学生は積極的に意見を出し合
い、大人たちからも、「世代を超えて交流すること
の大切さを学んだ」「自分たちが子供たちの手本と
なるよう行動することが大切だ」という感想をいた
だきました。
　よりよい地域をつくるために一人ひとりが行動で
きる地域にしていきたいです。

9/9 中学生の思い、大人も受け止めて！
弓削地区地域ふれあい学習会

発表の資料は中学生と大人の共同作成

大人と意見交換後、発表を行う中学生
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島々の話題

宮
み や ん な

ノ浦遺跡第８次発掘調査現地説明会
８/18

　8月18日(土)、
佐島にある宮ノ浦
遺跡において、愛
媛大学法文学部考
古学研究室と町教
育委員会による第
8次発掘調査現地

説明会が開催されました。
　昨年度までの調査では、古墳時代前期（3世紀後
半～ 4世紀）の多量の製塩土器とともに製塩炉が
確認され、中世の塩田跡も検出されました。また、
縄文時代から現在に至るまでの多種多様な遺物も出
土し、宮ノ浦海岸で海とともに歩んできた人々の生
業や生活の様子が徐々に解明されてきました。第 8
次となる今回の調査では、昨年度と同様に宮ノ浦遺
跡の西と東に広がる砂堆上に調査区を設定し、発掘
調査作業を進めました。
　西の砂堆上の調査区であるⅠ区では、これまで古
墳時代前期の多量の製塩土器と製塩炉が確認されて
いる地点の南西側の調査箇所で古墳時代前期のクロ
スナ層とそれに伴う脚台式製塩土器を確認しまし
た。製塩土器とともに製塩炉の残骸と思われる炉壁
片や製塩活動に関係すると思われる灰白色物質も検
出しました。さらに、これまでの調査で出土してい
ない古墳時代後期（6世紀）の鉢形製塩土器が確認
されました。また、土器を使用した製塩活動が行わ
れていた砂堆とその北側にある後背湿地の間にある

平坦地では、古墳時代前期の土器が多量に出土しま
した。製塩活動を行っていた集団が日常的に使用し
ていた土器であると思われます。これらの土器とと
もに、鍛冶に使用された鞴

ふいご

の羽
は

口
ぐち

が確認され、製塩
を行っていた集団が鉄器の製作も行っていたことを
証明する貴重な発見となりました。
　東の砂堆上の調査区であるⅡ区では、昨年度の調
査で古代から中世の遺構と思われる礫群が確認され
ました。今年度は、調査の範囲を広げ、その礫群の
性格と範囲の確認を行いました。新たに掘削したト
レンチでは、礫の上層に厚い粘土の広がりを確認し
ました。その表面は皿状に窪められており、何らか
の生産に関わる構造物である可能性があります。
　8月3日(金)から調査を開始し、天候にも恵まれ、
現地説明会まで順調に作業を進めることができまし
た。現地説明会当日も晴れ渡り、参加された皆さん
は、発掘調査に参加した学生さんに調査の状況につ
いて熱心に質問し、古くから海とともに多彩な生活
を営んできた先人の生活に思いを巡らせました。
　また、当日の午後からは、弓削島の高浜八幡神社

で弓削島荘塩田調
査見学会を開催
し、発掘調査中の
塩田の浜床を地域
の皆さんに公開し
ました。

▲宮ノ浦遺跡での現地説明会

▲高浜八幡神社での見学会

多量の土器、鉄器の製作も明らかに

　　上島四島 花の島構想

 コスモスを植栽
　生名・岩城地区

　9月2日（日）、岩城西部地区で、また
９月３日（月）には、岩城浜地区グラウン
ドゴルフ場と、生名網建緑地帯・ふ頭用
地において、各地区住民、各種団体の方々
によるコスモスの植栽が行われました。
　たくさんの方々にご協力頂き、周辺の
木々の剪定作業から清掃などきれいに整
備されました。11月ごろにコスモスが一
面に咲き、見頃を迎える予定です。

９/2
９/3

岩城浜地区グラウンドゴルフ場

生名ふ頭用地

岩城西部地区緑地帯

生名網建緑地帯
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